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建
設
常
任
委
員
会
の
行
政
視
察
研
修
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
す
。

　

去
る　

月
7
日
か
ら
8
日
に
、
7
月
豪
雨
に
よ
る
鹿
児
島
県　

11

川
内
川
洪
水
の
実
態
と
被
災
状
況　

及
び
鶴
田
ダ
ム
洪
水
調
節

と
河
川
整
備
の
現
場
視
察
を
研
修
項
目
に
、
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ

つ
ま
町
内
の
川
内
川
洪
水
被
災
現
場
、
上
流
の
鶴
田
ダ
ム
、
そ
れ

か
ら
、
菊
池
川
河
川
整
備
と
併
せ
た
水
辺
公
園
の
整
備
が
行
わ
れ

て
い
る
熊
本
県
山
鹿
市
の
「
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と
」
を
視
察
研
修

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

川
内
川
の
上
流
に
あ
り
ま
す
鶴
田
ダ
ム
は
、
川
内
川
本
流
に
設

置
さ
れ
た
多
目
的
ダ
ム
で
、
昭
和　

年
に
完
成
し
た
九
州
で
一
番

41

古
い
ダ
ム
で
あ
り
、
貯
水
容
量
1
億
2
千
3
百
万
ト
ン
、
洪
水
調

節
容
量
7
千
5
百
万
ト
ン
、
洪
水
調
節
流
量
毎
秒
2
千
2
百
ト
ン

と
言
う
非
常
に
大
き
な
ダ
ム
で
し
た
。

　

ま
ず
、
7
月　

日
か
ら　

日
の
降
雨
状
況
で
す
が
、
ダ
ム
上
流

19

23

域
に
お
い
て
は
、
年
間
総
雨
量
の　

％
に
相
当
す
る
、
約
1
、
2

50

0
0�
の
降
雨
量
を
わ
ず
か
5
日
間
で
記
録
し
て
お
り
、
ま
さ
に

未
曾
有
の
大
雨
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況
で
す
が
、
宮
崎
県
か
ら
鹿
児
島
県

に
ま
た
が
る
3
市
3
町
に
お
い
て
、家
屋
の
全
半
壊　

戸
、床
上
・

32

床
下
浸
水
は
2
、
3
4
7
戸
、
河
川
関
連
の
復
旧
事
業
費
は
、
概

算
で
3
5
6
億
円
に
も
及
ぶ
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

幸
い
に
死
亡
者
は
な
く
、
こ
れ
は
、
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節
と
川

内
川
の
流
程
が
長
い
た
め
、
洪
水
の
到
達
時
間
が
4
時
間
位
か
か

る
こ
と
で
、
住
民
の
避
難
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
た
た
め
で
す
。

　

鶴
田
ダ
ム
で
は
、
流
入
量
が
毎
秒
6
百
ト
ン
を
超
え
る
と
洪
水

調
節
が
行
な
わ
れ
、
今
回
の
大
雨
で
は
、
毎
秒
4
千
ト
ン
と
洪
水

調
節
流
量
を
大
幅
に
上
ま
わ
る
流
入
量
で
、
洪
水
調
整
は
、
総
量

7
千
6
百
万
ト
ン
に
も
達
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

質
疑
の
中
で
は
、
鶴
田
ダ
ム
が
多
目
的
ダ
ム
の
た
め
、
発
電
用

の
最
低
水
位
と
洪
水
調
節
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
利
水
と
治
水
の

調
整
が
難
し
い
こ
と
や
、
今
回
の
洪
水
を
う
け
て
治
水
枠
を
増
や

す
方
向
で
検
討
し
て
い
る
等
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
害
当
時
の
浸
水
ヶ
所
現
場
の
説
明
で
は
、
平
均
水
没
2
・
5

ｍ
、
最
大
で
4
〜
5
ｍ
に
達
し
た
こ
と
や
、
護
岸
や
橋
げ
た
に
は

ま
だ
当
時
の
水
位
が
伺
え
る
流
木
、
ゴ
ミ
な
ど
の
堆
積
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

街
並
み
は
よ
う
や
く
平
常
に
戻
っ
て
い
る
様
に
見
え
ま
し
た

が
、
商
店
街
の
中
に
は
そ
の
ま
ま
営
業
を
廃
止
さ
れ
た
と
こ
ろ
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
て
見
ま
す
と
、
神

埼
市
に
お
い
て
も
、
い
つ
大
雨
に
よ
る
災
害
が
起
こ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

早
急
に
城
原
川
の
河
川
整
備
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

メ
ン
バ
ー

委
員
長　
　
�
川　

政
海

副
委
員
長　

志
岐　
　

悟

委　

員　
　

藤
瀬　

光
正

　

〃　
　
　

古
賀　

安
行

　

〃　
　
　

松
本　

軍
二

　

〃　
　
　

福
田　

清
道
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去
る　

月　

日
総
務
常
任
委
員
会
は
、
政
務
調
査
費
の
先
進
地

10

16

で
あ
り
ま
す
、
大
分
県
別
府
市
議
会
に
お
い
て
「
政
務
調
査
費
の

交
付
内
容
、
使
途
基
準
、
収
支
報
告
等
」
に
つ
い
て
研
修
を
行
い

ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

別
府
市
は
、
近
年
「
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
」
が
開
学
し
、

国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市
と
し
て
、
積
極
的
に
国
際
交
流
を
図
っ

て
お
り
、
温
泉
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

再
生
「
別
府
」
を
目
指
し
て
い
る
、
人
口
1
2
2
、
0
0
0
人
の

都
市
で
あ
り
ま
す
。

　

別
府
市
の
政
務
調
査
費
は
、
す
で
に
「
市
政
研
究
費
」
と
し
て

交
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
長
提
案
で
平
成　

年
3
月
議
会
に

13

お
い
て
、
全
員
一
致
で
政
務
調
査
費
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
務
調
査
費
は
、
別
府
市
議
会
に
お
け
る
会
派
（
所
属
議
員
が

1
人
の
場
合
を
含
む
）
に
対
し
交
付
し
、
会
派
の
所
属
議
員
の
数

に
月
額
7
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
を
半
期
ご
と
に
交
付
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

毎
年
3
月
中
旬
に
「
会
派
経
理
責
任
者
会
議
」
に
お
い
て
当
該

年
度
収
支
報
告
書
の
提
出
及
び
新
年
度
の
交
付
申
請
書
に
つ
い

て
説
明
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

収
支
報
告
書
は
、
前
年
度
の
交
付
に
か
か
る
政
務
調
査
費
に
つ

い
て
、
毎
年
4
月　

日
ま
で
に
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

30

い
と
さ
れ
て
お
り
、
領
収
書
の
添
付
は
「
無
い
」
と
言
う
事
で
し

た
。

　

し
か
し
、
会
派
の
経
理
責
任
者
は
、
政
務
調
査
費
の
支
出
に
つ

い
て
会
計
帳
簿
を
調
整
す
る
と
と
も
に
、
領
収
書
等
の
証
拠
書
類

を
整
理
し
、
収
支
報
告
書
の
提
出
期
限
か
ら
起
算
し
て
5
年
間
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
収
支
報
告
書
に
領
収
書
の
添
付
が
な
い
た
め
、
過
去
5

年
間
内
に
2
回
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
か
ら
の
公
開
請
求
が
あ
っ
た
、

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

意
見
交
換
の
場
で
は
、
別
府
市
の
政
務
調
査
費
は
1
人
7
万
円

で
、
年
間　

万
円
に
な
る
が
、
足
ら
な
く
て
、
そ
れ
以
上
を
使
っ

84

て
い
る
こ
と
や
、
使
途
基
準
の
中
で
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、

主
に
、「
資
料
作
成
費
」、「
会
議
費
」、「
研
修
費
」
で
し
た
。

　

領
収
書
の
義
務
付
け
が
無
い
が
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
対
応
に
対

し
て
は
、
全
国
議
長
会
の
モ
デ
ル
案
に
も
領
収
書
の
添
付
は
無
い

こ
と
や
、
県
議
会
に
お
い
て
も
、
添
付
は
し
て
い
な
い
。
情
報
公

開
条
例
が
あ
る
の
で
、
条
例
に
は
、
盛
込
ま
な
く
て
も
よ
い
と
言

う
事
で
し
た
。

　

又
、「
政
務
調
査
費
7
万
円
に
つ
い
て
は
、
別
府
市
の
人
口
割

合
と
す
れ
ば
多
い
方
だ
が
、
議
員
さ
ん
方
が
、
熱
心
に
議
会
の
調

査
研
究
活
動
を
し
て
成
果
が
出
れ
ば
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る
事

に
な
る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
心
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
自
己
決

定
権
・
自
己
責
任
が
拡
大
す
る
中
で
、
議
会
が
市
民
の
負
託
に
応

え
、
よ
り
積
極
的
、
効
果
的
な
議
会
活
動
を
行
な
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
9
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、「
政
務
調
査
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
『
政
務
調
査
費
』
が　

月
よ

10

り
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
訳
で
す
が
、
政
務
調
査
費
が
基
本

か
ら
逸
脱
し
な
い
よ
う
透
明
性
を
高
め
、
市
民
の
信
頼
が
深
ま
る

よ
う
な
運
営
管
理
を
す
る
努
力
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー

委
員
長　
　

片
江　
　

護

副
委
員
長　

原　
　

信
義

委　

員　
　

原
口
ひ
さ
よ

　

〃　
　
　

西
原　

正
剛

　

〃　
　
　

田
原　

和
幸

　

〃　
　
　

田
中　

敬
典

　

〃　
　
　

眞�
　

貞
雄
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期　日：平成18年10月26日～27日　　　視察先：熊本県人吉市
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　神埼市の今後の課題である学校給食センター建設について、センター方式での学校給食の先進
地である人吉市を研修した。
　人吉市の給食センターは調理能力4,500食／日、現在3,700食／日を供給し、地産地消で地元産
米を始めとして、野菜類の大半、地元農民の地場産物を採用している。
　給食内容は、完全給食で、米飯給食週３回、パン給食週２回となっている。
　給食費の徴収方法は、各小中学校でまとめて徴収している。口座振込みは行っていない。
　年間徴収額は１億５千万円前後で、滞納額は年間徴収額の0.5％、80万円程度である。
　運営方法は、建物本体建設は市が行い、調理職員は市職及び嘱託等で運営している。
　平成19年から一部を民間委託化する。今後、神埼市の学校給食センター建設運営にあたって大
変参考になった。

委員長　　宮島　　清

副委員長　木原　憲治

委　員　　白石　昌利

　〃　　　山口　義文

　〃　　　八谷　　努

　〃　　　永沼　　彰

　〃　　　佐藤　知美

期日：平成18年10月19～20日　　　視察先：大分県日田市など
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地
域
お
こ
し
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
各
地
の

「
道
の
駅
」
を
視
察
。
農
産
物
を
は
じ
め
、
地
域

の
特
色
独
自
性
を
感
じ
た
。
歴
史
保
存
の
観
光
地

区
は
平
日
に
も
拘
ら
ず
特
に
女
性
の
人
出
が
多
い
。

　

日
田
市
役
所
に
於
い
て
は
、
日
田
市
の
林
業
全

般
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
。
日
田
林
業
の
概

要
、
現
状
、
様
々
な
振
興
策
が
計
ら
れ
て
お
り
、

例
え
ば
、
森
林
環
境
税
の
活
用
や
、
ぬ
く
も
り
あ

る
日
田
杉
の
学
習
机
整
備
事
業
、
日
田
材
を
使
用

し
た
木
造
住
宅
の
建
築
の
推
進
等
が
あ
る
。

　

災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
も
努
力
が
な
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
た
。

　

今
後
、
日
田
の
研
修
を
神
埼
市
に
ど
う
生
か
す

か
が
課
題
で
あ
る
。委

員
長　
　

内
田　

良
治

副
委
員
長　

角
田　

晴
義

委　

員　
　

内
村　

夏
生

　

〃　
　
　

山
田　

一
明

　

〃　
　
　

廣
瀧　

恒
明

　

〃　
　
　

守
屋　

健
二 原鶴　道の駅（農産物出荷状況）


